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農
業
共
済
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
農
業
共
済
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
６

月
に
「
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
負
担
軽

減
の
観
点
か
ら
、平
成
31
年
１
月
引
受（
農

作
物
共
済
は
平
成
31
年
産
）
か
ら
、
次
の

見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
農
作
物
共
済「
一
筆
半
損
特
約
」

の
新
設

　
一
筆
方
式
の
廃
止
を
踏
ま
え
、
農
作
物

共
済
（
水
稲
）
は
一
筆
方
式
の
加
入
者
が

多
い
こ
と
か
ら
、
農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
で
き
る
よ
う
、平
成
31
年
産
か
ら
「
一

筆
半
損
特
約
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。（
図
１
）

　
こ
の
特
約
は
、
耕
地
ご
と
に
５
割
以
上

の
収
穫
量
の
減
少
が
発
生
し
た
場
合
に
、

５
割
の
減
収
と
し
て
一
筆
方
式
の
共
済
金

算
出
方
法
に
基
づ
き
共
済
金
を
支
払
う
仕

組
み
で
す
。

　
一
筆
半
損
特
約
の
付
加
は
、
農
業
者
が

加
入
申
込
み
の
際
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、水
稲
20
ア
ー
ル
、麦
15
ア
ー

ル
以
上
の
耕
作
を
行
う
農
業
者
は
農
作
物

共
済
（
水
稲
・
麦
）
へ
の
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
産
か

ら
は
任
意
加
入
制
と
な
り
ま
す
。

　
水
稲
及
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計
が
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
業
者
が
水
稲
・
麦
別
に

作
付
け
耕
地
の
全
て
を
加
入
申
込
み
し
、

共
済
掛
金
等
を
納
め
る
と
農
作
物
共
済
に

加
入
で
き
ま
す
。

農
作
物
共
済（
水
稲·

麦
）が

当
然
加
入
制
か
ら
任
意
加
入
制
へ

●
平
成
34
年
産
か
ら
一
筆
方
式
を

廃
止

　
農
作
物
共
済
及
び
畑
作
物
共
済
で
は
、

平
成
34
年
産
か
ら
一
筆
方
式
（
水
稲
に
お

い
て
最
も
多
い
加
入
方
式
）
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
見
直
し
後
の
農
作
物
共
済
の
引
受

方
式
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

農
作
物
共
済·

畑
作
物
共
済
の

引
受
方
式
の
見
直
し

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
施
設
本
体
の
設

置
期
間
の
う
ち
被
覆
期
間
だ
け
加
入
す
る

短
期
加
入
を
廃
止
し
ま
す
。
近
年
、
過
去

に
例
の
な
い
大
災
害
が
多
発
し
、
被
覆
期

間
以
外
で
も
園
芸
施
設
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
年
加
入
に

一
本
化
し
、
万
が
一
の
際
に
確
実
に
補
償

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
Ｐ
５
）

園
芸
施
設
共
済
の

短
期
加
入
を
廃
止

●
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
の
分
離

　
現
行
で
は
死
廃
と
病
傷
は
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
た
め
、農
業
者
の
細
か
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
責
任
開

家
畜
共
済
の
内
容
が
一
新

●
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
を
新
設

　
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共
済
、
果
樹

共
済
で
は
、
平
成
31
年
産
か
ら
「
地
域
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
は
、
地
域
の

統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
共
済
金
を
支
払
う

仕
組
み
で
す
。
農
業
者
ご
と
に
地
域
の
過

去
５
カ
年
の
統
計
単
収
の
中
庸
３
カ
年
平

表１）農作物共済の一筆全損特例及び一筆半損特約の取扱い

一筆全損特例は、半相殺方式など各引受方式に加入することで自動的に付加されます。
一筆半損特約は、農業者の申し出がないと付加されません。

図１）一筆半損特約とは

　全相殺方式（補償割合９割）では、圃場Ａ～Ｃの収穫量の合計が平年作の９割を下回
らないと共済金が支払われませんが、一筆半損特約を付加した場合は、評価で５割以上
の収量減が見込まれる圃場Ｃは、「５割減収」と評価し、一筆方式７割補償の評価方法を
踏まえ平年作の２割分（５割減収－３割減収）の共済金を支払います。
　なお、一筆全損特例は「10割減収」として平年作の７割分（10割減収－３割減収）
の共済金を支払います。

均
（
５
中
３
）
を
用
い
て
基
準
単
収
を
設

定
し
、
当
年
の
地
域
の
統
計
単
収
が
基
準

単
収
の
補
償
割
合
を
下
回
っ
た
場
合
に
共

済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
補
償
割
合
の
選
択
が
可
能

　
畑
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
で
は
、
農
業

者
が
掛
金
負
担
を
踏
ま
え
、
補
償
割
合
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
表
２
）

表２）畑作物共済と果樹共済引受方式と補償割合

表３）包括共済の家畜区分 始
す
る
引
受
か
ら
死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病

傷
害
共
済
に
分
離
し
、
両
方
ま
た
は
ど
ち

ら
か
一
方
の
み
の
選
択
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
別
々
の
補
償
割
合
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
表
３
）

●
死
廃
事
故
に
お
け
る
家
畜
の
評

価
方
法
の
見
直
し

　
現
行
で
は
飼
養
目
的
に
関
わ
ら
ず
、
期

首
（
引
受
時
）
の
資
産
価
値
で
評
価
し
て

い
ま
す
が
、
改
正
後
は
固
定
資
産
的
家
畜

で
あ
る
搾
乳
牛
や
繁
殖
牛
は
現
行
通
り
で

す
が
、
日
々
価
値
が
増
加
す
る
棚
卸
資
産

●
と
畜
後
牛
白
血
病
の
補
償
対
象

の
拡
充

　
農
業
者
が
出
荷
し
た
家
畜
が
、
と
畜
場

で
牛
白
血
病
と
診
断
さ
れ
全
部
廃
棄
と

な
っ
た
場
合
、
共
済
金
支
払
い
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
家
畜
商
へ

販
売
し
た
牛
が
と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診

断
さ
れ
た
場
合
も
共
済
金
支
払
対
象
と
な

り
ま
す
。

図２）棚卸資産的家畜（肥育牛等）の補償（イメージ） 的
家
畜
で
あ
る
肥
育
牛
等
は
事
故
発
生
時

の
資
産
価
値
で
評
価
す
る
仕
組
み
に
な
り

ま
す
。（
図
２
）
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一 筆 方 式 H34年産から
廃止

7割・6割・5割
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7割・6割・5割
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半相殺方式 水稲・麦 標準で対応 申し出で対応8割・7割・6割
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す
る
引
受
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亡
廃
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疾
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み
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き
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な
り
、
ま
た
別
々
の
補
償
割
合
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
表
３
）

●
死
廃
事
故
に
お
け
る
家
畜
の
評

価
方
法
の
見
直
し
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資
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家
畜
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あ
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搾
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牛
や
繁
殖
牛
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現
行
通
り
で

す
が
、
日
々
価
値
が
増
加
す
る
棚
卸
資
産

●
と
畜
後
牛
白
血
病
の
補
償
対
象

の
拡
充

　
農
業
者
が
出
荷
し
た
家
畜
が
、
と
畜
場

で
牛
白
血
病
と
診
断
さ
れ
全
部
廃
棄
と

な
っ
た
場
合
、
共
済
金
支
払
い
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
改
正
後
は
家
畜
商
へ

販
売
し
た
牛
が
と
畜
場
で
牛
白
血
病
と
診

断
さ
れ
た
場
合
も
共
済
金
支
払
対
象
と
な

り
ま
す
。

図２）棚卸資産的家畜（肥育牛等）の補償（イメージ） 的
家
畜
で
あ
る
肥
育
牛
等
は
事
故
発
生
時

の
資
産
価
値
で
評
価
す
る
仕
組
み
に
な
り

ま
す
。（
図
２
）

死亡廃用共済
疾病傷害共済

乳　用　牛 搾　乳　牛

繁殖用雌牛

育 成 乳 牛

育成・肥育牛

乳　用　牛

肉　用　牛 肉　用　牛

豚 種　　　豚 肉　　　豚 種　　　豚

固定資産的
家　　　畜

棚卸資産的
家　　　畜

半相殺方式

畑作物共済 果樹共済 備　考

新　設

8割・7割・6割全相殺方式

地域インデックス方式 9割・8割・7割

一 筆 方 式 H34年産から
廃止

7割・6割・5割

ただし、大豆は
8割・7割・6割

ただし、大豆は
9割・8割・7割

7割・6割・5割

引受方式 共済目的 補償割合 一筆全損特例 一筆半損特約

半相殺方式 水稲・麦 標準で対応 申し出で対応8割・7割・6割

全相殺方式 水稲・麦 標準で対応 申し出で対応9割・8割・7割

災害収入共済方式 麦 標準で対応 申し出で対応9割・8割・7割

品質方式 水稲 標準で対応 申し出で対応9割・8割・7割

地域インデックス方式 水稲・麦 標準で対応 申し出で対応9割・8割・7割

一筆方式
（H34年産から廃止） 水稲・麦 7割・6割・5割

圃場A 圃場B 圃場C圃場A 圃場B 圃場C
5割以上の
減収

現行の
補償金額
期首の
資産価値

資産価値
の差

千円
1000
900
800
700
600
500
400
300
200
100
0

8 15 20 30
月齢（死亡）

共済掛金期間

出
荷
月
齢

資
産
価
値

見直し後の補償金額
死亡時点の資産価値

}

特 集
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●
診
療
費
に
係
る
農
家
負
担
の
見

直
し

　
平
成
32
年
１
月
１
日
引
受
以
降
か
ら
初

診
料
を
含
む
診
療
費
全
体
の
１
割
が
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。（
図
３
）

●
待
期
間
の
取
扱
い

　
現
行
で
は
事
故
発
生
時
点
が
立
証
可
能

な
事
故
を
除
き
、
家
畜
導
入
後
２
週
間
以

内
（
待
期
間
）
の
事
故
に
関
し
て
原
則
共

済
金
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
改
正
後
は

共
済
加
入
者
間
取
引
さ
れ
た
家
畜
に
つ
い

図３）病傷共済の自己負担

て
は
導
入
前
に
飼
養
状
況
の
確
認
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
済
金
の
請
求
が

で
き
ま
す
。

●
包
括
共
済
事
務
の
簡
素
化

　
現
行
で
は
家
畜
の
異
動
の
都
度
、
農
業

者
が
組
合
に
申
告
、
組
合
は
確
認
し
、
共

済
価
額
の
変
更
を
す
る
仕
組
み
で
し
た

が
、
改
正
後
は
こ
れ
ら
の
事
務
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
期
首
（
引
受
時
）
に
年
間

の
飼
養
計
画
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
期

末
に
共
済
掛
金
等
の
調
整
を
す
る
方
式
と

な
り
ま
す
。（
年
間
の
補
償
割
合
は
一
定
）

　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
は
、
農
業
者

ご
と
の
被
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
て
掛
金

率
を
設
定
す
る
仕
組
み
で
す
。
農
作
物
共

済
、
家
畜
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物
共

済
及
び
園
芸
施
設
共
済
で
実
施
し
ま
す
。

　
共
済
金
の
受
け
取
り
が
少
な
い
人
は
掛

金
率
が
段
階
的
に
下
が
り
、
共
済
金
の

受
け
取
り
が
多
い
人
は
段
階
的
に
上
が
り

ま
す
。 危

険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
導
入

備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し

　
農
業
は
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
や

す
い
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
リ
ス

ク
に
備
え
る
た
め
、
公
的
な
保
険
制
度

と
し
て
農
業
共
済
制
度
は
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
起
こ
り
得
る
自
然
災
害
に
備

え
る
た
め
に
は
農
業
保
険
（
農
業
共
済

及
び
収
入
保
険
）
へ
の
加
入
が
基
本
で
あ

り
、
農
業
保
険
以
外
の
特
別
な
対
策
は
、

過
去
に
例
の
な
い
よ
う
な
甚
大
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
の
皆
さ
ま
が
自
ら
農
業
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
、「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体

制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

初診料以外の診療費
共済金（10割）

診療費（初診料を含む）

自己負担（1割）

（初診料）
自己負担
（10割）

（
現
行
）

（
見
直
し
後
）

共済金（9割）
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に
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）
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に
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の
皆
さ
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が
自
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に
加
入
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る
こ
と
を
基
礎
と
し
て
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」
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生
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げ
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初診料以外の診療費
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診療費（初診料を含む）
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（初診料）
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現
行
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（
見
直
し
後
）

共済金（9割）

園芸施設
共済

園
芸
施
設
共
済
の
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

　
共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
る
被
害
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
園
芸
施
設
１
棟
ご
と
に
損
害
額
が
３
万
円
（
又
は
共
済

価
額
（
評
価
額
）
の
１０
％
）
を
超
え
る
被
害
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
農
業
者
が
基
準
金
額（※

）を
選
択
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
図
１
）

特
定
園
芸
施
設

●
加
入
す
る
全
て
の
棟
が
同
じ
基
準
金
額
と
な
り
ま
す
。

●
共
済
価
額
（
評
価
額
）
が
選
択
し
た
基
準
金
額
に
満
た
な
い
棟
は
加

入
の
対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

●
共
済
掛
金
は
基
準
金
額
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

※

基
準
金
額
と
は
、
小
損
害
不
て
ん
補
の
基
準
金
額
（
支
払
開
始

損
害
額
）
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
共
済
掛
金
の
国
庫
補
助
は
、
こ
れ
ま
で
１
農
家
当
た
り

共
済
金
額
８
千
万
円
ま
で
を
限
度
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
限
度
を
２
倍（
１
億
６
千
万
円
ま
で
）に
引
き
上
げ
ま
す
。

●
未
被
覆
期
間
の
掛
金
は
、
被
覆
期
間
よ
り
安
く
な
り
ま
す
。

●
周
年
未
被
覆
期
間
で
も
園
芸
用
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
る
棟
は
加
入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

共
済
掛
金
の
国
庫
補
助
限
度
額
の
引
き
上
げ

　「
園
芸
施
設
共
済
の
施
設
内
農
作
物
」と「
収
入
保
険（
平

成
３１
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
）」
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し

て
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
園
芸
施
設
共
済
加
入
期
間

中
に
収
入
保
険
へ
切
替
え
る
場
合
は
、
収
入
保
険
加
入
申

込
時
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
収
入
保
険
開
始
日
前
日
に
施
設
内
農
作
物
に
か
か
る
契
約
を
解
除

し
、
未
経
過
分
の
共
済
掛
金
及
び
賦
課
金
を
返
還
し
ま
す
。

●
園
芸
施
設
や
附
帯
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
継
続
し
て
園
芸
施
設
共

済
に
加
入
で
き
ま
す
。

施
設
内
農
作
物
加
入
に
お
け
る
注
意
事
項

　
設
置
期
間
の
補
償
と
な
り
、
被
覆
期
間
に
よ
り
共
済
掛

金
が
異
な
る
た
め
加
入
時
に
被
覆
期
間
を
申
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

短
期
加
入
廃
止
に
お
け
る
注
意
事
項

共済掛金　計算例 （全国的な試算）

●
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

●
設
置
面
積
５
０
０
㎡

●
園
芸
施
設
の
資
産
価
値
１
５
６
万
円

●
施
設
本
体
は
通
年
設
置
、
被
覆
期
間

は
６
か
月
の
み
の
場
合

6か月間の短期加入
被覆期間の共済掛金8,577円

  １年間で加入
被覆期間の共済掛金8,577円
未被覆期間の共済掛金281円

計8,858円

現行

制度改正後

平
成
31
年
１
月
の
加
入
か
ら
選
択
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

損害額が3万円（又は共済
価額の10％）を超える場合

損害額が組合員等ごとに
選択した下記の基準金額を
超える場合
①3万円（又は共済価額の5％）
②10万円　　③20万円

現行

制度改正後

（図１）
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※例えば、基準収入が1,000万円の農業者が補償限度９割（保険８割＋積立１割）、支払率９割を選択した場合、
　32.5万円を用意すれば、万一の場合にも、800万円台の収入が確保されます。
　（保険料7.8万円、積立金22.5万円、事務費2.2万円）

＝加入者割（1年目4,500円、2年目以降3,200円）＋
　補償金額割（保険金額及び積立金額1万円当たり22円）
　4,500円（1年目）＋810万円×22円≒2.2万円

事
務
費

＝基準収入×積立幅（10％を上限に選択）×
　支払率（90%を上限に選択）×25％
　1,000万円×0.1×0.9×25％＝22.5万円

積
立
金

＝基準収入×補償限度（80%を上限に選択）×
　支払率（90％を上限に選択）×国庫補助後の保険料率
　1,000万円×0.8×0.9×1.08％≒7.8万円

保
険
料

保険料・積立金・事務費の計算方法

　
農
業
者
ご
と
に
、
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の

９
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補

て
ん
し
ま
す
。（
青
色
申
告
の
実
績
が
５
年
以
上
で
、

最
高
補
償
を
選
択
し
た
場
合
）

　
補
て
ん
の
基
準
と
な
る
基
準
収
入
は
、
過
去
５
年
間

の
平
均
収
入
（
５
中
５
）
を
基
本
と
し
ま
す
。
規
模
拡

大
や
縮
小
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
等
も
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
ま
す
。（
図
１
）

過
去
５
年
の
平
均
収
入
が
基
本

　
補
て
ん
方
式
に
は
、「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
と
「
積

立
方
式
」
が
あ
り
、
組
合
せ
に
よ
り
補
て
ん
し
ま
す
。

保
険
料
に
は
50
％
、
積
立
金
に
は
75
％
、
事
務
費
に
は

50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
率
は
、
国
庫
補
助
後
１
・
０
８
％
（
補
償
限

度
80
％
の
場
合
）
で
す
。
自
動
車
保
険
と
同
様
に
、
保

険
金
の
受
取
実
績
に
応
じ
て
、
翌
年
の
保
険
料
率
が
変

動
し
ま
す
。

　
保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
、
料
率
は
１
段
階
ず

つ
下
が
り
、
受
取
り
が
あ
る
場
合
は
、
被
害
率
の
大
き

さ
に
応
じ
て
段
階
が
上
が
り
ま
す
。（
年
最
大
３
区
分

ま
で
に
と
ど
ま
り
ま
す
）

保
険
方
式
と
積
立
方
式
の
組
合
せ

補
償
内
容
に
つ
い
て

収
入
保
険
制
度
と
は

　品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け

で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
償
し
、
農
業

者
ご
と
の
販
売
収
入
全
体
を
補
償
す
る
仕
組
み
で
す
。

加
入
で
き
る
方
は

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）
実
績
が
１
年
以

上
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
収
入
は

　
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
で
す
。
他
に

も
、
簡
易
な
加
工
品
や
一
部
の
補
助
金
（
畑
作
物
直
接
支
払
交
付
金

等
の
数
量
払
）
は
収
入
に
含
ま
れ
ま
す
。

※

他
か
ら
仕
入
れ
た
農
産
物
の
販
売
金
額
等
は
、
対
象
外
で
す
。

対
象
と
な
る
損
害
は

　
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
を
補

償
の
対
象
と
し
ま
す
。
収
入
保
険
は
下
図
の
よ
う
な
様
々
な
リ
ス
ク
か

ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す
。

類
似
制
度
と
の
関
係
は

　
水
稲
共
済
を
は
じ
め
、
ナ
ラ
シ
対
策
や
野
菜
価
格
安
定
制
度
な
ど

の
類
似
制
度
と
は
、
重
複
し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※例） ４月～翌年３月が事業年度の場合、１月～２月までに加入申請書等を提出

保険期間と加入時期について

10月1日
から

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が下がった 災害で作付不能になった

けがや病気で収穫ができない 倉庫が浸水して
売り物にならない

取引先が倒産した

盗難や運搬中の
事故にあった

大丈夫、
収入保険に
まかせて
ください！

保険期間
個  人 1月～12月

加入申込期間
前年の10月～11月まで

法  人 各法人が設定する事業年度（※） 事業年度開始の前々月まで

収
入
保
険
の
加
入
申
請
ス
タ
ー
ト
！

農業で新しい品目の導入、販路拡大などにチャレンジ
したいんやけど、いろんなリスクがあるねんなー。

輸出したが為替変動で
大損した

（図１）

規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定
※過去５年間の平均収入（5中5）を基本

保険方式で補てん

保険期間の
収入

基準収入（※）

100％
自己責任部分

積立方式で補てん

収
入
減
少

支払率
（90％を上限として選択）

５年以上の青色申告実績がある場合

90％

80％

保険方式＋積立方式の
補償限度額の上限（                ）
保険方式の補償限度額
の上限（                ）

補てん金額

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補てん金
の合計 保険方式

（保険金）
積立方式

（特約補てん金）

補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

 20％（800万円） 90万円 0万円 90万円 890万円（89％）

 30％（700万円） 180万円 90万円 90万円 880万円（88％）

 50％（500万円） 360万円 270万円 90万円 860万円（86％）

 100％   （0万円） 810万円 720万円 90万円 810万円（81％）

※２年目以降、前年に積立金の取り崩しがなく、
　前年と基準収入が変わらない場合は、0円

収入保険の危険段階別保険料率

※保険方式の補償限度80％の場合

危険段階区分 保険料率（国庫補助後）
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
–1
–2
–3
–4
–5
–6
–7
–8
–9
–10

2.574%
1.578%
1.522%
1.467%
1.412%
1.356%
1.301%
1.246%
1.190%
1.135%
1.080%
1.024%
0.969%
0.913%
0.858%
0.803%
0.747%
0.692%
0.637%
0.581%
0.540%
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保
険
料

保険料・積立金・事務費の計算方法

　
農
業
者
ご
と
に
、
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入
の

９
割
を
下
回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補

て
ん
し
ま
す
。（
青
色
申
告
の
実
績
が
５
年
以
上
で
、

最
高
補
償
を
選
択
し
た
場
合
）

　
補
て
ん
の
基
準
と
な
る
基
準
収
入
は
、
過
去
５
年
間

の
平
均
収
入
（
５
中
５
）
を
基
本
と
し
ま
す
。
規
模
拡

大
や
縮
小
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
等
も
考
慮
し
て

設
定
さ
れ
ま
す
。（
図
１
）

過
去
５
年
の
平
均
収
入
が
基
本

　
補
て
ん
方
式
に
は
、「
掛
捨
て
の
保
険
方
式
」
と
「
積

立
方
式
」
が
あ
り
、
組
合
せ
に
よ
り
補
て
ん
し
ま
す
。

保
険
料
に
は
50
％
、
積
立
金
に
は
75
％
、
事
務
費
に
は

50
％
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
率
は
、
国
庫
補
助
後
１
・
０
８
％
（
補
償
限

度
80
％
の
場
合
）
で
す
。
自
動
車
保
険
と
同
様
に
、
保

険
金
の
受
取
実
績
に
応
じ
て
、
翌
年
の
保
険
料
率
が
変

動
し
ま
す
。

　
保
険
金
の
受
取
り
が
な
け
れ
ば
、
料
率
は
１
段
階
ず

つ
下
が
り
、
受
取
り
が
あ
る
場
合
は
、
被
害
率
の
大
き

さ
に
応
じ
て
段
階
が
上
が
り
ま
す
。（
年
最
大
３
区
分

ま
で
に
と
ど
ま
り
ま
す
）

保
険
方
式
と
積
立
方
式
の
組
合
せ

補
償
内
容
に
つ
い
て

収
入
保
険
制
度
と
は

　品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け

で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
償
し
、
農
業

者
ご
と
の
販
売
収
入
全
体
を
補
償
す
る
仕
組
み
で
す
。

加
入
で
き
る
方
は

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

加
入
申
請
時
に
青
色
申
告
（
簡
易
な
方
式
を
含
む
）
実
績
が
１
年
以

上
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
収
入
は

　
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
収
入
全
体
で
す
。
他
に

も
、
簡
易
な
加
工
品
や
一
部
の
補
助
金
（
畑
作
物
直
接
支
払
交
付
金

等
の
数
量
払
）
は
収
入
に
含
ま
れ
ま
す
。

※

他
か
ら
仕
入
れ
た
農
産
物
の
販
売
金
額
等
は
、
対
象
外
で
す
。

対
象
と
な
る
損
害
は

　
農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
を
補

償
の
対
象
と
し
ま
す
。
収
入
保
険
は
下
図
の
よ
う
な
様
々
な
リ
ス
ク
か

ら
農
業
経
営
を
守
り
ま
す
。

類
似
制
度
と
の
関
係
は

　
水
稲
共
済
を
は
じ
め
、
ナ
ラ
シ
対
策
や
野
菜
価
格
安
定
制
度
な
ど

の
類
似
制
度
と
は
、
重
複
し
て
加
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※例） ４月～翌年３月が事業年度の場合、１月～２月までに加入申請書等を提出

保険期間と加入時期について

10月1日
から

自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

市場価格が下がった 災害で作付不能になった

けがや病気で収穫ができない 倉庫が浸水して
売り物にならない

取引先が倒産した

盗難や運搬中の
事故にあった

大丈夫、
収入保険に
まかせて
ください！

保険期間
個  人 1月～12月

加入申込期間
前年の10月～11月まで

法  人 各法人が設定する事業年度（※） 事業年度開始の前々月まで

収
入
保
険
の
加
入
申
請
ス
タ
ー
ト
！

農業で新しい品目の導入、販路拡大などにチャレンジ
したいんやけど、いろんなリスクがあるねんなー。

輸出したが為替変動で
大損した

（図１）

規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定
※過去５年間の平均収入（5中5）を基本

保険方式で補てん

保険期間の
収入

基準収入（※）

100％
自己責任部分

積立方式で補てん

収
入
減
少

支払率
（90％を上限として選択）

５年以上の青色申告実績がある場合

90％

80％

保険方式＋積立方式の
補償限度額の上限（                ）
保険方式の補償限度額
の上限（                ）

補てん金額

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補てん金
の合計 保険方式

（保険金）
積立方式

（特約補てん金）

補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

 20％（800万円） 90万円 0万円 90万円 890万円（89％）

 30％（700万円） 180万円 90万円 90万円 880万円（88％）

 50％（500万円） 360万円 270万円 90万円 860万円（86％）

 100％   （0万円） 810万円 720万円 90万円 810万円（81％）

※２年目以降、前年に積立金の取り崩しがなく、
　前年と基準収入が変わらない場合は、0円

収入保険の危険段階別保険料率

※保険方式の補償限度80％の場合

危険段階区分 保険料率（国庫補助後）
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0
–1
–2
–3
–4
–5
–6
–7
–8
–9
–10

2.574%
1.578%
1.522%
1.467%
1.412%
1.356%
1.301%
1.246%
1.190%
1.135%
1.080%
1.024%
0.969%
0.913%
0.858%
0.803%
0.747%
0.692%
0.637%
0.581%
0.540%
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営農計画を変更するときは・・・

作付けする品目や面積などを変更するとき
は、営農計画の変更を組合に通知。

事故が発生したら・・・

収入保険にご加入をお考えの方、保険料の試算が知りたい方は、
本所または最寄りの支所・出張所へお問い合せください。

ＮＯＳＡＩ全国連が内容を審査後、
保険金・特約補てん金を

お支払いします。

保険金等の
請求・支払

平成32年

● 事故発生等通知書

自然災害などにより数量減少が見込まれるとき
は、速やかに事故の発生状況等を組合に通知。

資金が必要な方で、保険金等の支払いが見込
まれる方は、相当の数量減少がある場合つなぎ
融資を受けられます。

● 過去の農業収入金額申告書
　 （平成30年分）
　 補助フォーム

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、組合に提出。

平成30年分の
確定申告が終わったら・・・

● 保険期間の農業収入金額実績
　 申告書兼保険金請求書

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、保険金・特約補てん金を
組合に請求。

平成31年分の
確定申告が終わったら・・・

（税の収入算定期間と同じ）

保険期間

平成31年

※保険料、積立金及び事務費の納入方法は、
　口座振替です。

保険料と積立金は、分割支払も選択
できます。

（最終の納付期限は保険期間の８月末です。）

保険料、積立金、
事務費の納付

（平成26～29年までの期間で、
 連続した年の分を用意。）

● 収入保険加入申請書
● 過去の農業収入金額申告書
　 （平成29年分まで）
　 補助フォーム
● 農業経営に関する計画

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、組合に提出。

加入申請手続

～11月～12月1月～12月確定申告後～6月
平成30年 収

入
保
険
の
加
入
手
続
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

これまでの説明会や相談会で寄せられた質問等について

積立金は、農業者の持分であることから、解約の場合は返還します。A
収入保険を解約する場合、積立金は返還されますか？Q

保険期間の経営面積を拡大する場合は、基準収入を上方修正する特例があります。
詳しくはＮＯＳＡＩにお問い合わせください。

A

基準収入は過去５年間の平均収入（5中5）が基本とのことですが、
経営面積を拡大する場合はどうなりますか？

Q

農業共済は自然災害による収量減少があった場合、ナラシ対策は地域の標準的収
入を下回った場合、それぞれ補てんの対象となります。収入保険は、全ての品目を対
象に個々の農業者の方の収入減少を補てんします。

A

水稲と小麦を生産しています。現在、農業共済とナラシ対策に加入していますが、
収入保険とどこが違うのかポイントを教えてください。

Q

収入保険
加入
申請書

保
険
期
間
が

  

31
年
１
月
〜
12
月
の
場
合

平成

※農作業日誌、農産物の販売に関する帳簿などを必ず記帳。
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営農計画を変更するときは・・・

作付けする品目や面積などを変更するとき
は、営農計画の変更を組合に通知。

事故が発生したら・・・

収入保険にご加入をお考えの方、保険料の試算が知りたい方は、
本所または最寄りの支所・出張所へお問い合せください。

ＮＯＳＡＩ全国連が内容を審査後、
保険金・特約補てん金を

お支払いします。

保険金等の
請求・支払

平成32年

● 事故発生等通知書

自然災害などにより数量減少が見込まれるとき
は、速やかに事故の発生状況等を組合に通知。

資金が必要な方で、保険金等の支払いが見込
まれる方は、相当の数量減少がある場合つなぎ
融資を受けられます。

● 過去の農業収入金額申告書
　 （平成30年分）
　 補助フォーム

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、組合に提出。

平成30年分の
確定申告が終わったら・・・

● 保険期間の農業収入金額実績
　 申告書兼保険金請求書

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、保険金・特約補てん金を
組合に請求。

平成31年分の
確定申告が終わったら・・・

（税の収入算定期間と同じ）

保険期間

平成31年

※保険料、積立金及び事務費の納入方法は、
　口座振替です。

保険料と積立金は、分割支払も選択
できます。

（最終の納付期限は保険期間の８月末です。）

保険料、積立金、
事務費の納付

（平成26～29年までの期間で、
 連続した年の分を用意。）

● 収入保険加入申請書
● 過去の農業収入金額申告書
　 （平成29年分まで）
　 補助フォーム
● 農業経営に関する計画

（添付書類）
● 青色申告決算書等の
　 税務申告書類の写しなど

次の書類を作成し、組合に提出。

加入申請手続

～11月～12月1月～12月確定申告後～6月
平成30年 収

入
保
険
の
加
入
手
続
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

これまでの説明会や相談会で寄せられた質問等について

積立金は、農業者の持分であることから、解約の場合は返還します。A
収入保険を解約する場合、積立金は返還されますか？Q

保険期間の経営面積を拡大する場合は、基準収入を上方修正する特例があります。
詳しくはＮＯＳＡＩにお問い合わせください。

A

基準収入は過去５年間の平均収入（5中5）が基本とのことですが、
経営面積を拡大する場合はどうなりますか？

Q

農業共済は自然災害による収量減少があった場合、ナラシ対策は地域の標準的収
入を下回った場合、それぞれ補てんの対象となります。収入保険は、全ての品目を対
象に個々の農業者の方の収入減少を補てんします。

A

水稲と小麦を生産しています。現在、農業共済とナラシ対策に加入していますが、
収入保険とどこが違うのかポイントを教えてください。

Q

収入保険
加入
申請書

保
険
期
間
が

  

31
年
１
月
〜
12
月
の
場
合

平成

※農作業日誌、農産物の販売に関する帳簿などを必ず記帳。
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道
の
駅 

こ
ん
ぜ
の
里
り
っ
と
う

道の駅 こんぜの里りっとう

栗
東
市
荒
張

「滋賀県の環境こだわり農産物」に
認定されている「いちじくジャム」

竹炭が入ったお湯で、
足も心もリラックス
できます

いちじく
ソフトクリーム

自然豊かなバンガロー村

〒520-3003
滋賀県栗東市荒張1-11

TEL.077-558-3858
FAX.077-558-3921

地域の
スポット紹介

【営業時間】9：00～17：00
【駐車場】普通車29台、大型車2台
【休館日】水曜日（祝日となる場合はその翌日）

その他、詳しくはHPをご覧ください　http://ritto-konze-no-sato.or.jp/

Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

手原駅

栗
東
駅

草
津
駅

県民の森

草津川

こんぜの里
バンガロー村 こんぜの里

森遊館

至
信
楽

至
大
津

名
神
高
速
道
路至

大
津至大津

JR
草津
線

至
京
都

18

御園

道の駅
こんぜの里りっとう

平谷
球場

日本中央競馬会
栗東トレーニングセンター

滋賀銀行
駐在所

栗東高校 栗東I.C

国際情報高校

栗東市役所
JA栗東

菜
や
果
物
、金
勝
山
の
清
流
で
栽
培
さ
れ

た「
天
水
米
」や
、
地
元
で
収
穫
し
た
野

菜
等
の
加
工
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
産
品
の
「
栗
東
い
ち
じ
く
」
で
作
っ

た「
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
」は
、
栗
東
い
ち
じ

く
生
産
組
合
が「
い
つ
も
新
鮮
な
状
態
で

届
け
た
い
」
と
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
た
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
ジ
ャ
ム
で
す
。ま
た
、
季
節
限

定（
４
月
〜
11
月
）で
販
売
さ
れ
る「
い
ち

じ
く
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
」
に
は
「
い
ち
じ

く
ジ
ャ
ム
」
が
練
り
こ
ま
れ
て
い
て
、
お

客
さ
ん
か
ら
「
風
味
が
と
て
も
良
い
」
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
猪
肉
を
使
用
し
た

一
番
人
気
の「
し
し
丼
」や
、
一
人
前
用

の
ぼ
た
ん
鍋
、こ
ん
ち
ゃ
ん
う
ど
ん（
猪
肉

入
り
の
う
ど
ん
）が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
店
舗
が
小
さ
く
、地
元
の
野
菜
を
並
べ

る
場
所
が
少
な
い
の
で
、
善
家
駅
長
は

「
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
て
、
地
元
野
菜
を

中
心
に
た
く
さ
ん
陳
列
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
増
や
し
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

こ
ん
ぜ  

や
ま

て
ん
す
い
ま
い

ぜ
ん 

け

　
栗
東
か
ら
信
楽
へ
抜
け
る
県
道
12
号

線
沿
い
、
栗
東
市
の
南
部
に
位
置
す
る

金
勝
山
の
中
腹
に
、
道
の
駅「
こ
ん
ぜ
の

里
り
っ
と
う
」
が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
の
ほ
か

宿
泊
施
設
や
足
湯
が
完
備
さ
れ
て
い
る

の
で
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
近
く
に
は
、
滋
賀
日
産
リ
ー
フ
の
森

（
県
民
の
森
）、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
気
軽
に
体
を
動
か

せ
る
ス
ポ
ッ
ト
や
、金
勝
寺
、狛
坂
磨
崖
仏

な
ど
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
寺
社
等
も
点

在
し
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
の
店
内
で
は
、地
元
産
新
鮮
野

こ
ん
し
ょ
う
じ

こ
ま
さ
か 

ま 

が
い
ぶ
つ

こ
ん
ぜ  

や
ま
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看板商品の「ごろごろ雑穀米」

アグリフードEXPO東京2016での写真

　

長
浜
市
三
田
町
の
米
農
家
・
清
水
大
輔

さ
ん（
41
）は
、米
を
中
心
と
し
た
農
作
物
の

販
売
に
も
力
を
入
れ
る
。「
お
米
な
ど
、農
産

物
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
売
る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
れ
か
ら
は
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
を
開

発・販
売
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」と
意
欲
的
だ
。

　

２
０
０
３
年
に「
百ひ
ゃ
く
し
ょ
う
や

匠
屋
」を
設
立
し
、３

年
ほ
ど
前
か
ら
ポ
ン
菓
子
を
は
じ
め
と
し
た

加
工
品
開
発
に
力
を
入
れ
、６
次
産
業
化
に

取
り
組
む
。

　

看
板
商
品
は「
ご
ろ
ご
ろ
雑
穀
米
」。独

自
の
加
圧
焙
煎
処
理
で
大
豆
や
小
豆
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
出
す
こ
と
に
成
功
。大
き
な
豆

が
消
費
者
の
目
に
留
ま
る
よ
う
透
明
な
容
器

を
使
い
、イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
商
品
に
仕
上

げ
た
。無
洗
米
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、米
と

ぎ
が
不
要
で
、手
軽
に
調
理
で
き
る
こ
と
も

人
気
の
理
由
だ
。

　

商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
は
妻
の
多

枝
子
さ
ん（
39
）が
手
掛
け
る
。「
購
入
し
て
も

ら
っ
た
お
客
さ
ん
に
感
動
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
商
品
づ
く
り
を
し
た
い
」と
話
す
。

　
東
京
で
の
商
談
会（「
ア
グ
リ
フ
ー
ド
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
東
京
２
０
１
６
」）で
は
、雑
穀
米
の
特

徴
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
目
を
引
き
、多
く
の

来
場
者
が
試
食
。お
い
し
い
と
好
評
だ
っ
た
。

　
「
加
工
品
の
販
売
を
通
じ
て
、全
国
で
百
匠

屋
や
長
浜
と
い
う
地
域
の
知
名
度
を
高
め
た

い
」と
清
水
さ
ん
夫
妻
は
話
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

工
夫
凝
ら
し
た
加
工
品

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ

農業共済新聞
この記事は農業共済新聞に掲載されています。

農業共済新聞の２ヶ月間無料お試しキャン
ペーンを実施中です。
キャンペーンに申し込まれた方には、粗品
を進呈中。

お問い合わせ

滋賀県農業共済組合　企画グループ
TEL　07 7-524-5678  
フリーダイヤル　0120-519-031

毎週水曜日（月４回）発行

年間4,680円（税・送料込）購読料

長
浜
市
三
田
町
「
百ひ

ゃ
く
し
ょ
う
や

匠
屋
」

経営規模
コシヒカリ ……………
みずかがみ ……………
ミルキークイーン ……
吟吹雪 …………………
滋

し

賀
が

羽
は

二
ぶた

重
え

糯
もち

 ………

7ヘクタール
1ヘクタール
1ヘクタール
1ヘクタール
1ヘクタール

清し

水み

ず

　
大だ

い

輔す

け

さ
ん

（41） 

多た

枝え

子こ

さ
ん

（39） 
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　前
号
で
書
き
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ベ
ツ

や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
追
肥
は
定
植

し
て
二
週
間
〜
二
十
日
後
に
一
回
目

を
、
そ
の
二
週
間
後
に
二
回
目
を
施

し
ま
す
。
二
回
目
が
ま
だ
の
方
は
、

畝
に
五
セ
ン
チ
程
の
穴
を
掘
り
、
化
成

肥
料
を
一
握
り
埋
め
て
く
だ
さ
い
。

大
雨
が
続
い
て
肥
料
分
が
流
れ
て
し

ま
っ
た
、
な
ん
て
こ
と
が
な
い
限
り
、

こ
れ
で
施
肥
は
お
し
ま
い
で
す
。

　タ
マ
ネ
ギ
に
つ
い
て
、
春
に
ボ
ン
ボ

ン
が
で
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ

て
か
ら
冬
の
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
と
花

芽
が
で
き
て
、
四
月
に
な
っ
て
蕾
が
伸

び
て
く
る
訳
で
す
。
十
一
月
に
植
え

付
け
る
苗
が
大
き
い
と
、
ボ
ン
ボ
ン
が

で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
苗
の
太
さ
は
、

祝
い
箸
よ
り
や
や
太
い
程
度
で
す
。
昔
、

「
タ
マ
ネ
ギ
苗
は
百
本
百
匁
（
三
百
七

十
五
グ
ラ
ム
）」な
ん
て
習
い
ま
し
た
が
、

四
百
〜
五
百
グ
ラ
ム
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　ま
た
、
こ
ん
な
経
験
談
を
聞
き
ま
し

た
。
自
分
で
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
を
育
て
、

み
ご
と
な
苗
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

丁
寧
に
抜
き
取
っ
て
、
す
ぐ
に
畑
に
植

え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
活
着
が
よ
く
、

す
く
す
く
と
育
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
冬

の
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
の

株
に
ボ
ン
ボ
ン
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　心
配
性
の
方
は
、
苗
を
購
入
さ
れ
る

場
合
で
も
、文
化
の
日
（
十
一
月
三
日
）

と
そ
の
一
週
間
後
の
二
回
に
分
け
て

苗
を
植
え
る
と
安
心
で
き
ま
す
よ
。

十
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

秋
冬
野
菜
は
順
調
に

生
育
し
て
い
ま
す
か
？

　さ
て
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

白
菜
な
ど
に
ア
オ
ム
シ
が
い
っ
ぱ
い
つ

き
ま
す
が
、
そ
の
虫
取
り
に
重
宝
す
る

の
が
長
め
の
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
す
。
狭
い

と
こ
ろ
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
虫
は
、
指

で
は
上
手
く
捕
れ
ま
せ
ん
。
ピ
ン
セ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
、

小
さ
な
虫
で

も
簡
単
に
取

れ
ま
す
。
タ

コ
糸
な
ど
で
首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
お

く
と
、
置
き
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　捕
ま
え
た
ア
オ
ム
シ
、
タ
マ
ナ
ギ
ン

ウ
ワ
バ
、
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
は
集

め
て
お
き
、
畝
に
十
セ
ン
チ
程
の
穴
を

掘
っ
て
埋
め
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
は

肥
料
に
な
る
で
し
ょ
う
。

虫
取
り
に
は
ピ
ン
セ
ッ
ト

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
気
候
が
良
い
の

で
、
育
苗
も
楽
々
で
す
。
年
内
に
植
え

付
け
、
春
先
か
ら
肥
料
を
効
か
せ
ま
す
。

　天
候
に
よ
っ
て
収
穫
時
期
は
前
後
し

ま
す
が
、
家
庭
菜
園
で
は
早
い
（
巻
き

の
ゆ
る
い
）
う
ち
か
ら
収
穫
し
始
め
、

最
後
の
収
穫
が
適
期
収
穫
に
な
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　次
に
、
ぎ
り
ぎ
り
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
十
月
五
日
頃
ま
で
な
ら
四
〜
五
月

に
採
れ
る
春
キ
ャ
ベ
ツ
の
タ
ネ
蒔
き
が

で
き
ま
す
。
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い

キ
ャ
ベ
ツ
で
す
が
、
必
ず
専
用
の
品
種

春
キ
ャ
ベ
ツ

　さ
て
、
こ
れ
か
ら
気
温
も
下
が
っ
て

く
る
頃
な
の
で
、
オ
ク
ラ
や
ト
ウ
ガ
ラ

シ
な
ど
の
後
始
末
も
ボ
チ
ボ
チ
始
め
ま

し
ょ
う
。
タ
マ
ネ
ギ
や
エ
ン
ド
ウ
の
畝

づ
く
り
の
準
備
で
す
。

　昨
年
も
書
き
ま
し
た
が
、
エ
ン
ド
ウ

は
連
作
す
る
と
春
先
に
枯
死
す
る
の
で

（
土
壌
病
害
）、
少
な
く
と
も
六
年
、
で

き
れ
ば
八
年
以
上
間
隔
を
空
け
る
の
を

お
忘
れ
な
く
。

タ
マ
ネ
ギ
・
エ
ン
ド
ウ

〔
狭
い
畑
の
家
庭
菜
園
実
践
家
〕
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滋賀県警察　ご相談窓口　♯９１１０

滋賀県警察からのお知らせ

出典：「あなたは大丈夫？  ─考えよう！インターネットと人権─」〈改訂版〉　　企画製作者：公益財団法人　人権教育啓発推進センター

『振り込め詐欺』にご注意を!

息子などを名乗る『オレオレ詐欺』に注意！
偽ハガキ&メールによる『架空請求詐欺』に注意！

滋賀県でも、息子をかたる
オレオレ詐欺がたくさん
発生しているだって···。

まぁ～！ 怖いわね！！
架空請求詐欺のハガキも、たくさん
　　　　　送られているみたい···。

私たちも被害に遭わないように気をつけないとね···。
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NOSAIは、水稲共済しか
知りませんでした。今回初
めて知りました。
　【長浜市　女性　61歳】

NOSAIは、国・県の指導や
監督のもと、７つの共済事業
（農作物共済、家畜共済、果
樹共済、畑作物共済、園芸
施設共済、建物共済、農機
具共済）と収入保険事業を
行っています。詳しい内容は、
気軽にお問い合わせください。

夏野菜も、雨が降らない
ので元気がなくなってきま
した。野菜博士のワンポ
イントアドバイスで、秋冬
野菜の種を蒔こうと思って
います。
【東近江市　女性　68歳】

今年の暑さは、野菜もしんど
いでしょうね。秋冬野菜は、
元気に育ちますように！

野菜博士のワンポイントア
ドバイスの記事は、大変、
畑仕事に役立っています。
しかも、これからするべき
仕事を的確に載せてくださ
るので、大助かりです。野
菜作りを始めて２年弱の私
にとって、大変参考になる
記事です。

【高島市　女性　69歳】

お役に立てて良かったです。
これからも、野菜作りを頑張っ
てください！

農家レストランの記事があ
りましたが、おじが高島市
新旭町にいますので、一
緒に伺ってみたいと思って
います。

【近江八幡市  女性  65歳】

週替わりのランチ、美味しそ
うですよね。また、感想を教
えてください。

滋賀県に住みながら、一
度も琵琶湖博物館に行っ
たことがありません。主人
は足が悪いのですが、車
椅子の貸し出しがあるよう
なので、また孫と一緒に
行ってみたいと思います。

【愛荘町　女性　70歳】

是非、出掛けてみてください。
琵琶湖博物館は、バリアフ
リーの向上に取り組まれてい
ます。

ＮＯＳＡＩクイズを楽しんで
います。地域スポットの紹
介いいですね。

【野洲市　男性　64歳】

ＮＯＳＡＩクイズにご応募くださ
いまして、ありがとうございま
す。これからも、地域のスポッ
トを掲載していきますので、楽
しみにしていてください♪

地域のスポット紹介で琵琶
湖博物館が紹介されていま
したが、大人も子供も１日
楽しめて、孫を連れてよく
行きます。孫は、魚に興味
を持っていて、５年生になっ
て「うみのこ」で学習する
のを楽しみにしています。

【彦根市　男性　70歳】

子供から大人まで楽しめます
よね！「うみのこ」で琵琶湖の
ことをたくさん学習して、楽
しんで欲しいですね。

読者の声

今回ご紹介
できなかった方々、

たくさんのメッセージを
ありがとうございました。

これからもよろしく
お願いします。

平
成
３０
年
度
臨
時
総
代
会
開
催

　
平
成
３０
年
８
月
８
日（
水
）、
滋
賀
県
農
業
共
済
組
合
本
所
に
お
い
て
臨

時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
長
に
、
多
賀
町
の
小
菅
一
男
総
代
が
選

出
さ
れ
、
２
議
案
に
つ
い
て
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
総
代
会
提
出
議
案

第
１
号
議
案

■
新
た
に
導
入
さ
れ
る
一
筆
半
損
特
約
及
び
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

方
式
（※

Ｐ
２
参
照
）
に
つ
い
て
、
危
険
段
階
別
共
済
掛
金

率
（※

Ｐ
４
参
照
）
を
適
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
設
定

し
ま
し
た
。

農
作
物
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

■
本
所
委
員
１
名
（
髙
木
久
義 

氏
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

組合員さまから、たくさんのメッセージをいただきました。
その中から一部をご紹介いたします。 
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　気
象
上
の
災
害
や
病
虫
害
、鳥
獣

害
等
で
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、刈
り
取
る
前
に
被
害
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
豆
・
小
豆
を
刈
り
取
る
前
に

被
害
申
告
を

畑
作
物
共
済（
大
豆・小
豆
）

お知らせ

2

12345678

平成30年10月7日

平成30年9月20日

28 9

1 - 0 本屋

本屋

一般造（防火）
瓦茸 2

200 2,000

2,000

30 9 26
より 1 ヶ年間

1 ヶ年

山下　英利

28 9 2030 9 26

23,200

23,200

本屋 2,000 43,400

43,40043,400

26 1ヶ年

口座引落〒520-0051
大津市梅林1-14-17

共済　太郎

共済　太郎
共済　太郎

控除証明書 領 収 書見本

◆『
地
震
保
険
料
控
除
対
象

共
済
掛
金
証
明
書
』は
総

合
共
済
加
入
者
が
対
象

で
す
。

　総
合
共
済（
地
震
等
相

当
部
分
の
共
済
掛
金
）が

対
象
と
な
り
ま
す
。証
券

の
右
横
に
控
除
証
明
書

が
付
い
て
い
る
か
、お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

建
物
共
済

建
物
共
済
証
券
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
等
で
お
急
ぎ
の
方
は
、

最
寄
り
の
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
物
共
済
証
券
は
引
受

月
の
翌
月
20
日
頃
を
目
途

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
控
除
対
象（
地
震
保
険
料
控
除
）物
件

　居
住
用
家
屋（
本
屋・離
れ・併
用
住
宅
）・家
具

類
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、総
合
共
済
に
加
入
し
て
い
る
附
属
建
物

（
納
屋・物
置
等
）に
つ
い
て
は
、居
住
用
家
屋
と

同
時
に
加
入
す
れ
ば
地
震
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

お知らせ

3

農
作
物
共
済（
麦
）

　麦
共
済
へ
の
加
入
は
、「
麦
共
済
加
入
申
込

書
兼
変
更
届
出
書
」を
10
月
20
日
ま
で
に
最
寄

り
の
支
所
・
出
張
所
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　麦
は
天
候
不
良
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、高

温
多
湿
の
日
本
で
は
作
柄
や
品
質
が
不
安
定
に

な
り
や
す
い
作
物
で
す
。出
穂
期
か
ら
収
穫
期

に
か
け
て
降
雨
が
続
け
ば
、赤
か
び
病
や
穂
発

芽
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

麦
共
済
の
申
込
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

お知らせ

1

お
知
ら
せ

NOSAI

　麦
を
耕
作
さ
れ
る
農
業
者
は「
災

害
収
入
共
済
方
式
」に
加
入
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
き
、自
然
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　加
入
申
し
込
み
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、最
寄
り
の
各
支
所
・
出
張

所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※

収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
る
農
業
者
も
、収
入
保

険
の
保
険
期
間
が
始
ま
る
ま
で
に
自
然
災
害
に

よ
っ
て
被
害
が
発
生
し
、農
作
物
共
済（
麦
）で

事
故
発
生
通
知
を
行
っ
て
い
れ
ば
、被
害（
事
故
）

に
つ
い
て
は
収
入
保
険
で
対
応
し
ま
す
の
で
、

ご
加
入
く
だ
さ
い
。
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この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん2018 秋号

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

Vol.22

200名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

62 〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

オモテ ウラ

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

応募締切り

11月30日金
平成30年

当日消印有効

答えは 「Ⓒ ビワコオオナマズ」 でした。

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

前回
の

答え

応募先

問 題

Ⓐ 鹿肉　Ⓑ 豚肉　Ⓒ 猪肉

「こんぜの里りっとう」のレストランで売られている“こん
ちゃんうどん”は、何の肉を使用したうどんでしょうか？
次の3つから選んでください。

２人分

サツマイモ ................ 中1本
ニンジン................中1/2本
白ごま...........................適量
ごま油............適量（炒め用）
【調味料】
　　砂糖 ................ 大さじ1
　　酒 .................... 大さじ1
　　みりん ............. 大さじ1
　　醤油 ................ 大さじ1

材　　料

サツマイモ、ニンジンを細切りにする。
サツマイモは、10分程水にさらす。

①

熱したフライパンにごま油をひき、①を炒める。②
しんなりしてきたら調味料（Ⓐ）を入れて、水分
がなくなるまで炒める。

③

仕上げに白ごまをふって完成。④

おすすめレシピ

サツマイモとニンジンのきんぴら

食卓に並ぶ「我が家のおすすめレシピ」や、伝統野菜を使ったレ
シピ、地域の特産品を使用したレシピを大募集しています。レシピ
に採用された方には粗品をプレゼントいたします。料理・材料の
分量と一緒に写真（イラスト）を同封してください。

滋賀県農業共済組合 企画グループ応募先

身近な食材を使った料理手軽に簡単にできる料理 独創的？な料理

「おすすめレシピ」をご紹介ください。

ノンちゃん

草津市の烏丸半島にある「琵琶湖博物館」では、日本最大級の淡
水魚を見ることができます。その名前は何でしょう？
次の3つから選んでください。

お好みで七味を入れても、
ピリ辛でおいしいですよ！

Ⓐ

NOSAI
ノンちゃん

. . . . .02
. . . . . . . . . . . . .05

. . . . . . . . . .06
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .10

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .11

特集　農業共済制度が変わります
園芸施設共済の制度見直し
収入保険の加入申請スタート！
地域のスポット紹介
滋賀発！ 農業人

... . . . . . . . . . . .12
. . . .13

. . . . . . . . . . . . . . . . .14
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .15

. . . .16

野菜博士のワンポイントアドバイス
人権コーナー／滋賀県警察からのお知らせ
臨時総代会について／読者の声
NOSAIお知らせ
ノンちゃんおすすめレシピ／NOSAIクイズ

Vol.22
秋号
2018

道の駅
「こんぜの里りっとう」の

スタッフさんです

(ご紹介は10ページへ)

農業共済制度が変わります特
集
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